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抗 酸 性 菌 の 分 類 に関 す る研 究

第2編 抗酸性菌の耐熱性及びテルル酸

加里に対する感受性

札幌医科大学衛生学教室(主 任 金光正次教授)

荒 木 雅

(受付 昭和29年9月21日)

緒 言

前編ユ)におい て私は,自 然界抗酸性菌 の諸種抗結核剤 に

対する感受性 と細菌学的諸性状 との関係にっ いて観察 し

た成績を報告 したが,本 編では,更 に抗酸性菌 の耐熱性

及びテルル酸加里 に対す る感受性を測定 し,こ れ と前編

で得た薬剤感受性 ならびに諸種培地上 におけ る発育状態

との関係 について報告す る。

実験材料 及び方法

1)耐 熱性の測定方法

菌株の耐熱性の測定 に当 り,均 等 の菌浮游液を得 るた

めDubos2)3)培 地を使用 した。すなわ ち本培地 に1週 間

乃至10日 間培養せる菌 を充分 混和 し,室 温 に一定時 間

放置 して,1比較的大 きい菌 塊が沈澱 した後,Kirc㎞er液

をもって,別 に用意 した濁度標準液(Percclmgの 濃度)

に濃度を合せ,こ のO.5cc宛 を沈降反応用 の小試験管

に移 し,サ ーモ スタッ トによつ て耐熱性を測定 した.実

験に際 しては,特 に菌液 が均等に加温 されるよ うに留意

し・55。C・60℃,65℃,70eC,及 び7S。Cに おV・て,そ

れぞれ10分 間加熱 した後,そ の一白金耳を4%グ リセ

リンブイヨンに移植 し,37。Cに5日 乃至10日 間培養iし

て,菌 の発育 の有無によ り殺菌 される温度を決定 した。

なおDubos培 地に2週 聞培養 しても菌の発育が所定 の

濃度に濠 しないものが数株あつたが,こ れ等 はKirchner

培地に培養 し同様 の方法に より実験 を行つた。

2)テ ルル酸加里 に対す る感受性 の測定 方法

テルル酸加里(PotassiumTellurate)は,関 東化学の

製品を用いた。 これを滅菌生理食塩 水で種 ゐの濃度に溶

解させた後,そ の1ccにKirehner.液1ccを 加え,

5%4%,3%,2%,1%,及 び0 .5%の 割合 にテル

ル酸加里を含む2倍 稀釈Kirc㎞er培 地の系列 を調製 し

た・ ζれVCPercc約1mgの 濃 度に菌 を含むKirchner

培地浮游液 の1白 金耳宛 を移植 し,37℃ に10日 培養 し

た後,肉眼的観察 によ り発育 の有無 を判定 した。 この際,

テルル酸加里 の濃度が高ま るに従い,白 色の沈澱 を生 ず

るが,菌 が発育す ると,コ 律ニーが本剤に よ り黒変す る

ので測定 は可能であ る。

実 験 成 績

1)耐 熱性 と諸種培地上における発育状態 との関係

前記の方法によ り,耐 熱性 を測定 した結 果,使 用 した

73株 中最高の耐熱性 を示 した ものは,70。10分(以 下い

ずれ も10分 間加熱 を表わす)の1株(1.4%)で あ り,

最底は55。 の6株(8。2%)で,他 はいずれ もその中間

に位 してい る。その中60。 が最 も多 く31株(42.7%),

65。が29株(39・7%),70eが6株(8.2%)で ある。

次に耐 熱性 と諸種培地上におけ る発育状態 との関係を

み ると・図 τに示す如 く,岡 ・片倉培地,Kirchner培

地,い ずれ の場合 において も両 者の間に特別 な関係は認

め られなかつた、

2)テ ルル酸 加里に対 する感受性 と諸種培地上 におけ る

発育状態 との関係

テルル酸加里 に対す る感受性 を測定 した成績 は図4に

示す如 く・2%に おいて発育 を阻止 され るものが最も多

く39株(50・6%)で,3%が13株(18.6%),4%

がU株(15・7%),1%が7株 く15.1%)で あ る。

次 に菌のテルル酸加里感受性 と,諸 種培 地における発

育状態 との関係 をみ ると図2の 如 くである。 まず岡 ・片

倉培地上における コ撰ニーの色調 との関係は,紅 色 系 の

菌株 では・21株 全部がテルル塩 の2%の 濃度 で発育が

阻止 され るのに対 し,澄 色系 の12株 では,2%で7株,

1%で3株,3%で2株 が夫k発 育を阻止 され,紅 色系

に比較す ると菌株 に よ り発育阻止濃度 の幅 がか な り広

い。

次 に黄色系では,2%で7株,3%で4株,4%,1%

ではそれぞれ2株 ずっ発育が阻止 され,発 育阻止濃度の

幅は,紅,榿 色系 に比較す ると更に増大 し,感 受性はや

や低下 している。更 に白色系では,22株 中9株 が4%

で初めて発育を阻止 されs3%で7株,2%で4株
,1%

で2株 がそれぞれ発育 を阻止 されてい る。また発育阻 止

濃度 の幅は・黄色系 とほぼ同程度で,テ ルル塩に対す る

感受性は着色系 に比べ て低い傾向があ る。すなわち紅 色

系 と白色系 は,テ ルル酸加里に対 し相反的性状 を示 し,

黄 ・榿 色系 はその 中間に位 する と云える.こ の関係は,

前編で観察 したSM感 受性 と岡 ・片倉培地上におけ る色
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調 との間の関係 と類似 しているので興味ある現象 と思わ

れる。次 にKiτC㎞er培 地における発育状態 との関係で

あるが,一 般に本培地で菌膜 を形成す る菌株 は,テ ルル
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酸加里 に対 し2・v3e/eの 濃 度で発育を阻止 されるが,管

底発育 を呈するもの,及 び平等漏濁す るものではいずれ

も1～4%の 濃度で発育が阻止 され,Kifc蜘er培 地 に

おける発育状況 とテルル酸加里 に対す る感受性 と9間 属

もある程度の関聯が認め られ る。

3)テ ルル酸加里感受性 と耐熱性 との関係

テルル酸 加里感受性 と耐熱性 との間には,図4に 示す

如 く・極めて顕著 な関係が認め られ た。す なわ ちテルル

酸 加里に対 し1%の 濃 度で発育が阻止 された7株 にお憾
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ては,醗 熱性は概 して低いが,テ ルル酸加里の発育阻止

濃度が上昇 するに従い,菌 の熱 に対す る耐性度 も上昇す

る傾向が見られ,両 者の 間 に有意 の順相関が認 め ら れ

る。

4)耐 熱牲 と抗結核剤に対す る感受性 との関係

以上の実験 によ り自然界抗酸性菌の熱に対す る耐性度

は菌 株によつて異ると共 に,テ ルル塩 による発育阻止濃

度 との間に密接な関係のあ ることが明かにされたが,次

にこの鰯熱性 と各菌株の諸種抗結核剤に対す る感受性 と

の関係を観察した。すなわち上述の実験 で得た各菌株の

ユ0分間の加熱 によつ て殺菌 され る温度 と,前 編で測定 し

たPAS,SM,及 びINAHに よるそれぞれ の菌株の発

育阻止濃度 との関係 を相 関図に表す と図3の 如 くで あ

る。まずPAS感 受性 と耐熱性 との関係であるが,前 編

においても述べた如 く抗酸菌は本剤 に対 し極めてにぶ く

且つ限定された濃 度で発育が阻止され てい る関係上,両

者の間には特別な関係 は認められ ない。又SMの 発育阻

止濃度には菌 株によ りかな りの特異性が認 められたにも

拘らず,耐 熱 性 との間 には同様 に特別の関係 はない.こ

れに対してINAHと の関係を見 ると,INAHに よる発

育阻止濃度が低下す るに従い耐熱性が上昇す る傾向があ

り,軽 度ではあるが両者の間 に有意の負 の相関が認 めら り

れる。前編におい てSM,INAH及 びPASが 本菌群 に

対してそれぞれ作用機序を異 にす る如き成績を得たが,

この事は,上 述の耐熱 性 と薬 剤感受性 との関係からも明

らかに認められ興味深い所見 と思 う。

5)テ ルル酸 加里感受性 と薬剤感受性 との関係

前述の如 く,テ ルル酸加里に対す る感受性 と岡 ・片倉

培地上におけ るコロニーの色調及 びSM感 受性 と岡 ・

片倉培地上 における コ鐸ニーの色調 との間には,そ れぞ

れ特定の傾向が認め られた ことか ら,テ ルル酸加里感受

性と諸種薬 剤感受性 との間にも何等かの関係があるもの

と想像 して観察 したが,耐 熱 性の場合 とは異 りい ずれの

薬 剤に対す る感受性 との間 にも特定 の関係 は認め られな

かつた。

総括な らび に考按

従来,抗 酸菌 の醗熱性に関 して は,Yersini),de

Man5),North&Park6),柳 沢 ・井田7),太 田原 ・市原8),

太 田 ・今野9)等 多数の報告があるが,こ れらはいずれ も

結核菌乃至 は鼠癩 菌について行われた もので,自 然界抗

酸菌 に関す るものは比較 的少い。私は73株 の自然界抗

酸菌 について耐熱性を測定 し,こ れ と前編で報告 した諸

種培地上における発育状態 ならびに薬剤感受性 との関係

を観察 した。Gordonie)11)は,331株 の自然界抗酸菌 を,

耐熱性によつ て2群 に分類 し,こ れ と糖分解能,発 育温

度域及び発育状態 との関係を考察 してい るが,全 菌株中

60。C1時 悶の加熱 で死滅するもの301株,こ れに耐 え

るもの30株 を見 出した と報告 し,井 上Σ2)も各種の培地

に培養 した 自然界抗酸菌7株 について殺菌温度域を観察

してい る。私の実験 においては,上 述の諸家 と加熱温度

及 び時聞が異るのでその成績を直接に比較す ることは困

難 であるが,供 試菌株の大部分は,10分 加熱60～65℃

で殺菌 され,最 高は75。 の1株 で最底は55。 の6株 であ

つた。 このように菌株 によ り耐熱性 に差異を生 ずる原因

としてEdwards&Rettgeri3)は,菌 のあ る種の酵素作

用 との関係 を考察 し,Kantor。wicz14)は,菌 が加熱 され

ることによ り,そ の細胞膜が破壊 し,そ の結果代謝機構

に異常 を来 して菌が死滅するといつているe又Fried・

㎜&HeRryi5)はBmycoides等3株 につい て,細

菌胞子 と繁殖細胞 について結合水の量 を測定 し,結 合水

の量 が多い程,そ の菌の胞子 の耐熱 性が高い といつてい

るが,耐 熱 性の本質的な機構 については未だ明 らかにさ

れていない。次 に耐熱 性 と諸種培地上 におけ る発育状態

との関係につい て,佐 藤 ・井 田16)は,抗 酸菌の加熱及 び

冷却 に対する抵抗力 とL6wenstein培 地上 におけ るコPt

ニーの発青形状 との間には特 に関係がない といつ てい る

が,私 の実験 において,岡 ・片倉培地及びKirchner培

地を用 いた場合で も同様 に菌の発育状態 と耐熱性 との闘

には特定の関係を見 出す ことができなかつた。然 しここ

で極 めて興味を感 ずる事は,耐 熱性 と薬 剤感受性 との関

係である。すなわ ちPasの 本菌群 に対す る発育阻止作用

は著 しく弱 く且 つ菌株間の差が小 さいので問題 とな らな

いが,本 菌群 のSMとINAHに 対する感受性は共に菌

株 によ り著 しく異 るに拘 らず,SM感 受性 と耐熱性 との

間 には何等関係を認 めない。 これに対 し,INAHに お

いては本剤 に対す る感受性が高い菌 株程耐熱性 も高 く,

両者の間 に有意の関係が存在す る事は,INAHとSM

の作用機序の研究の上に意義のあ る所見 と思われる.

次は本菌群の テルル塩 に対 す る態度 であ るがC。per17)
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